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特別損失の計上及び 2023年 12月期 第２四半期連結累計期間業績予想と実績との差異 

並びに 2023年 12月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2023年 12月期 第２四半期連結累計期間において、特別損失を計上いたしました。これにより、

2023年２月 10日に開示いたしました 2023年 12月期 第２四半期連結累計期間業績予想と本日開示の実績値

に下記のとおり差異が生じましたので、お知らせいたします。 

また、併せて、2023年６月 22日に開示いたしました 2023年 12月期 通期連結業績予想を下記のとおり修

正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１． 特別損失の計上 

2023年６月 22日に開示いたしました「2023年 12月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ ３．

米国バッテリー端子事業における減損の可能性と今後の方針について」において、米国バッテリー端子事業

の収益性が著しく低下していることから、同事業内の固定資産の一部又は全部が減損の対象となり特別損失

が発生する見込みであり、減損すべき金額等については、算定中である旨を開示しておりましたが、減損対

象となる固定資産及び減損金額の算定が完了し、特別損失として 18億５百万円の減損損失を計上いたしま

した。なお、減損対象となる固定資産には、米国バッテリー端子事業に関連する固定資産のほか、一部、そ

の他の事業に関連する固定資産も含まれております。 

 

２． 2023年 12月期 第２四半期連結累計期間業績予想数値と実績値との差異 

（2023年１月１日～2023年６月 30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

38,800 

百万円 

2,570 

百万円 

2,610 

百万円 

1,770 

円 銭 

37.79 

今回実 績値 （Ｂ） 38,021 2,042 2,074 △116 △2.50 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △778 △527 △535 △1,886  

増 減 率（ ％ ） △2.0 △20.5 △20.5 －  

（参考 ）前 期実績 

（2022年 12月期 第２四半期） 
36,267 2,446 2,555 2,137 45.07 
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３． 差異の理由 

売上高は、国内建設関連製品事業を中心に概ね想定どおりに推移いたしましたが、営業利益及び経常利益

は、米国における建設関連製品事業の売上高予算未達に伴う利益の減少のほか、人件費や荷造運送費等の増

加、及び米国の自動車関連製品事業のうちバッテリー端子製品の製造販売事業における工場稼働率の低下に

伴う売上総利益率の低下などにより、当初の想定を下回りました。また、親会社株主に帰属する四半期純利

益は、上記１のとおり特別損失を計上したことから、当初の想定を大幅に下回りました。 

 

４． 2023年 12月期 通期連結業績予想数値の修正 

（2023年１月１日～2023年 12月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

79,300 

百万円 

4,100 

百万円 

4,200 

百万円 

2,320 

円 銭 

50.12 

今回修正予想（Ｂ） 79,300 4,100 4,200 950 20.52 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 0 0 0 △1,370  

増 減 率（ ％ ） 0.0 0.0 0.0 △59.1  

（参考 ）前 期実績 

（2022年 12月期 通期） 
76,854 5,271 5,471 3,848 81.30 

 

５． 修正の理由 

売上高、営業利益及び経常利益は、2023年６月 22日に開示いたしました 2023年 12月期 通期連結業績

予想から変更ございませんが、上記１のとおり特別損失を計上したことから、親会社株主に帰属する当期純

利益は、当初の想定を大幅に下回る見通しとなりました。 

 

６． 中間配当の実施及び期末配当予想について 

当社は、株主の皆様への利益還元を充実させるため、配当性向 30％以上を目安として、安定的な配当を

継続することを基本とし、連結業績を考慮し、併せて企業体質の強化及び将来の事業展開に備えるための内

部留保の充実などを総合的に勘案して剰余金の配当を決定する方針を採用しております。 

上記の基本方針のもと、当第２四半期連結累計期間までの業績等を踏まえ、特別損失の計上等により、親

会社株主に帰属する四半期純利益が想定を下回る状況ではございますが、当期の中間配当につきましては、

当初予想どおり、１株当たり 12円 50銭とさせていただきます。 

また、当期の期末配当予想につきましても、当初予想の１株当たり 12円 50銭から変更はなく、中間配当

と期末配当を合わせた１株当たり年間配当金は 25円を予定しております。 

 

７． 中期経営計画「NEXT100-PHASE2.1」における 2024年度損益計画の撤回について 

米国バッテリー端子事業は、当社として、事業ポートフォリオの観点から、同事業を不採算事業として認

識し、今後、抜本的な施策を講じてまいります。このようなことから、当社は、中期経営計画「NEXT100-

PHASE2.1」において策定した、2024年度損益計画を一旦、撤回いたします。 

今後、事業ポートフォリオの見直し、PBR一倍割れ対策の検討を進め、2024年２月には、同年を初年度と

する新たな中期経営計画を策定する予定であります。 

 

(注)本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。 

以 上 


